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hMPV同胞内感染疑数
（2004、2005年感染例71例と同胞64例）
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【目的】
ｈＭＰＶ感染症の家族内発生を検討する
【方法】

２００７年１２月より２００８年５月までに山辺こどもクリニックを気道感染症状
を訴えて受診した１２５名より、鼻咽腔拭い液を２本採取した。

１本をＶｅｒｏＥ６細胞を用いたウイルス培養法とリアルタイムＲＴ－ＰＣＲ法に
用いるため搬送用メディウムに使用し、他の１本はＳＡＳ ｈＭＰＶ Ｔｅｓｔ

（イムノクロマト法による迅速診断キット）に利用した。培養法陽性、又はリア
ルタイムＲＴ‐ＰＣＲ法陽性であった発端者８例と、その家族内感染者１０例を
対象にした。

目的と方法

鼻咽腔拭い液（２本）
ウイルス培養法（ＶｅｒｏＥ６細胞）→ＲＴ－ＰＣＲ法

１）搬送用メディウム
リアルタイムＲＴ－ＰＣＲ法

２）ＳＡＳ ｈＭＰＶ Ｔｅｓｔ



発端者と感染者
ー年齢ー
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発端者と感染者
ー有熱期間ー
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咳と発熱の関係
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咳出現日からも感染機会推定可能？

咳出現日
発熱基準：-1.0±1.0日



発端者と感染者
ー潜伏期ー
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咳基準 6.7±2.4日
ｃｆ：咳出現日と発熱の関係：-1.0±1.0日

発熱基準：5.6±1.6日



まとめ

１）巾広い年齢層に感染

施設内集団感染→家族内感染

２）有熱期間

発端者（4.9±3.0歳）：3.6±1.8日

感染者 ：2.3±1.6日

（年齢層の差）

３）無熱者からの感染リスク

８歳咳出現後 ３日：1.29×10
５

(copies/ml)

３４歳咳出現後１日：9.76×10
４

(copies/ml)

４）潜伏期の推定

発熱基準：5.6±1.6日

咳基準 ：6.7±2.4日

cf:咳と発熱出現の関係：-1.0±1.0日


